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病
院
事
業
会
計 

下
水
道
事
業
特
別
会
計 

競
輪
事
業
特
別
会
計 

議
員

十
七
年
度
の
決
算
で

は
公
債
費
比
率
が
七
・
三
％
、

経
常
収
支
比
率
は
八
七
・
八

％
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
結
果

を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長

経
常
収
支
比
率
、

公
債
費
比
率
等
の
数
値
は
前

年
度
に
比
べ
改
善
し
て
い
る

が
、
経
常
収
支
比
率
は
臨
時

財
政
対
策
債
や
減
税
補
て
ん

債
を
除
く
と
九
三
・
六
％
と

高
い
水
準
に
あ
り
、
硬
直
化

し
た
財
政
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員

市
債
の
金
利
は
大
変

高
い
が
、
借
り
換
え
や
繰
り

上
げ
償
還
な
ど
金
利
負
担
を

軽
減
す
る
方
策
を
聞
き
た
い
。

財
政
課
長

公
営
企
業
金
融

公
庫
か
ら
の
融
資
は
公
庫
の

予
算
内
で
の
借
り
換
え
が
制

度
的
に
可
能
な
こ
と
か
ら
、

借
り
入
れ
利
率
が
七
・
六
％

の
下
水
道
事
業
債
で
十
七
年

度
に
借
り
換
え
を
行
っ
た
。

今
後
も
制
度
的
に
認
め
ら
れ

て
い
る
資
金
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
借
り
換
え
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
繰
り
上
げ
償
還

に
つ
い
て
は
、
融
資
元
の
資

金
計
画
に
よ
り
利
子
に
相
当

す
る
補
償
金
が
必
要
と
な
る

た
め
難
し
い
と
考
え
る
。

議
員

無
担
保
・
無
保
証
人

の
経
営
支
援
型
融
資
制
度
と

し
て
、
十
七
年
度
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
ア
ッ
プ
資
金
の
制
度

が
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
融
資

実
績
を
聞
き
た
い
。

産
業
政
策
課
課
長
代
理

チ

ャ
レ
ン
ジ
ア
ッ
プ
資
金
の
う

ち
、
経
営
革
新
事
業
支
援
資

金
の
融
資
が
二
件
、
融
資
金

額
は
六
〇
〇
〇
万
円
で
あ
る
。

な
お
、
新
創
業
支
援
資
金
に

つ
い
て
の
融
資
実
行
は
な
か

っ
た
。

議
員

融
資
後
の
、
中
小
企

業
診
断
士
等
に
よ
る
融
資
効

果
の
測
定
や
経
営
課
題
の
助

言
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ

る
効
果
を
聞
き
た
い
。

産
業
政
策
課
課
長
代
理

融

資
実
行
か
ら
年
度
末
ま
で
短

期
間
で
あ
っ
た
た
め
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
評
価
は
難
し
い
が
、

経
営
向
上
に
一
定
の
効
果
は

認
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の

状
況
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

十
七
年
度
か
ら
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
市

税
等
の
納
付
が
可
能
と
な
っ

た
が
、
制
度
の
実
施
に
よ
る

効
果
を
聞
き
た
い
。

市
税
総
務
課
課
長
代
理

制

度
の
開
始
に
当
た
り
、
�
納

税
者
の
利
便
性
の
向
上
�
自

主
納
付
の
促
進
等
に
よ
る
事

務
の
軽
減
や
効
率
化
�
収
納

率
の
向
上
、
と
三
点
の
目
的

を
掲
げ
た
。
前
年
度
と
比
較

す
る
と
�
、
�
に
つ
い
て
は

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
が
、

�
に
つ
い
て
は
制
度
の
導
入

が
収
納
率
の
向
上
に
直
接
結

び
つ
い
た
と
は
言
い
難
い
状

況
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
年

度
の
み
の
結
果
で
あ
る
た
め
、

効
果
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て

は
今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
判

断
し
て
い
き
た
い
。

議
員

災
害
対
策
、
救
急
対

策
に
資
す
る
た
め
消
防
署
通

信
指
令
施
設
を
更
新
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

の
か
聞
き
た
い
。

指
令
課
長

�
指
令
席
が
二

席
か
ら
四
席
と
な
っ
た
た
め
、

災
害
時
に
集
中
す
る
一
一
九

番
通
報
の
受
信
と
そ
の
処
理

が
よ
り
適
切
に
行
え
、
通
報

か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
所
要

時
間
が
短
縮
し
た
こ
と
�
指

令
制
御
装
置
の
更
新
に
よ
り

指
令
操
作
が
安
定
し
た
こ
と

�
停
電
時
で
も
通
電
状
態
に

あ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
無

停
電
電
源
装
置
の
更
新
に
よ

り
、
危
機
対
応
が
よ
り
強
化

さ
れ
た
こ
と
�
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
の
更
新
に
よ
り
、
災

害
案
内
と
病
院
案
内
を
常
時

二
系
統
で
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

向
上
し
た
こ
と
、
の
四
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

議
員

十
七
年
度
の
負
担
金

補
助
及
び
交
付
金
は
約
四
五

億
円
で
あ
り
、
十
六
年
度
に

比
べ
一
九
億
九
〇
〇
〇
万
円

余
り
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
を
伺
い
た
い
。

事
業
課
長

交
付
金
に
は
一

号
か
ら
三
号
の
三
種
類
が
あ

り
、
一
号
交
付
金
は
機
械
工

業
振
興
へ
、
二
号
交
付
金
は

体
育
、
そ
の
他
公
益
事
業
の

振
興
へ
、
三
号
交
付
金
は
日

本
自
転
車
振
興
会
へ
の
交
付

金
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

競
輪
事
業
の
経
営
に
お
い
て

交
付
金
の
占
め
る
割
合
が
高

い
こ
と
か
ら
、
日
本
自
転
車

振
興
会
や
こ
の
団
体
の
所
管

で
あ
る
経
済
産
業
省
へ
交
付

金
の
引
き
下
げ
を
要
望
し
て

お
り
、
具
体
的
な
調
整
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

厳
し
い
経
営
状
況
が

続
く
中
、
経
費
削
減
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
考
え
な

の
か
。

事
業
課
長

関
係
団
体
へ
の

交
付
金
の
引
き
下
げ
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
臨
時
従
事
員
の
賃
金
等

の
経
費
を
削
減
し
て
い
く
こ

と
等
を
考
え
て
い
る
。

議
員

競
輪
事
業
基
金
へ
七

九
〇
〇
万
円
余
を
積
み
立
て

た
が
、
現
在
の
残
額
と
今
後

の
使
途
を
聞
き
た
い
。

事
業
課
長

基
金
の
残
額
は

約
一
三
億
円
で
あ
り
、
臨
時

従
事
員
へ
の
離
職
餞
別
金
に

充
て
て
い
る
。
ま
た
施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

今
後
は
改
築
等
の
修
繕
費
と

し
て
も
支
出
し
て
い
き
た
い
。

議
員

基
金
が
発
足
し
た
経

緯
を
考
え
る
と
近
年
は
使
途

が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
る
が
、
使
途
に
つ
い
て
再

度
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

公
営
事
業
所
長

起
債
の
制

限
額
で
あ
る
四
九
億
五
〇
〇

〇
万
円
を
超
え
た
収
益
は
基

金
と
し
て
積
み
立
て
、
将
来

の
担
保
と
す
る
こ
と
が
制
度

開
始
の
発
端
で
あ
っ
た
が
、

収
益
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
設
備
投
資
や
離
職
餞

別
金
等
の
必
要
経
費
に
つ
い

て
は
こ
の
基
金
か
ら
支
出
し

て
い
き
た
い
。

議
員

本
市
の
公
共
下
水
道

使
用
料
の
徴
収
は
昭
和
四
十

八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、
使

用
料
金
の
改
定
も
過
去
七
回

行
わ
れ
て
き
た
。
十
七
年
度

は
公
共
下
水
道
使
用
料
を
六
・

四
九
％
引
き
上
げ
た
が
、
減

免
の
件
数
お
よ
び
金
額
は
ど

の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

下
水
道
総
務
課
長

十
七
年

度
の
下
水
道
使
用
料
の
減
免

件
数
は
三
六
九
七
件
で
あ
り
、

金
額
は
三
八
八
八
万
八
〇
〇

〇
円
で
あ
る
。

議
員

ど
の
よ
う
な
者
が
減

免
の
対
象
と
な
る
の
か
聞
き

た
い
。

下
水
道
総
務
課
長

減
免
の

対
象
と
な
る
の
は
、
生
活
保

護
費
受
給
世
帯
、
身
体
障
害

者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
認
知
症
高
齢
者
等
で

あ
る
。

議
員

十
七
年
度
決
算
で
は

純
損
失
額
が
約
五
億
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。
経
営
状
況

が
悪
化
し
た
原
因
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

病
院
総
務
課
長

特
定
の
診

療
科
で
専
門
医
が
不
足
し
た

こ
と
に
よ
り
そ
の
科
の
外
来

患
者
が
減
少
し
、
結
果
と
し

て
入
院
患
者
も
減
少
し
た
こ

と
、
ま
た
退
職
金
引
当
金
か

ら
で
は
な
く
、
収
益
的
収
支

か
ら
退
職
金
を
支
出
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
収
益
の
悪
化

原
因
と
考
え
て
い
る
。

議
員

医
師
不
足
を
解
消
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
。

病
院
長

即
効
性
の
あ
る
対

策
は
、
医
師
の
派
遣
等
が
可

能
な
大
学
と
の
連
携
で
あ
る

と
考
え
る
。
十
九
年
度
は
現

在
の
欠
員
を
補
充
す
る
こ
と

を
最
優
先
に
、
医
師
確
保
の

た
め
の
新
た
な
ル
ー
ト
の
開

拓
や
人
員
計
画
を
策
定
し
て

い
き
た
い
。

議
員

十
七
年
度
は
病
院
機

能
評
価
に
取
り
組
み
平
成
十

八
年
八
月
に
認
定
さ
れ
た
が
、

五
年
後
の
再
審
査
ま
で
の
間

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
質
の

維
持
・
向
上
に
努
め
る
の
か
。

病
院
総
務
課
長

病
院
機
能

評
価
の
取
得
に
当
た
り
、
院

内
で
機
能
評
価
管
理
委
員
会

を
設
置
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
病
院
の
機
能
を
組
織
的

に
充
実
さ
せ
る
手
段
と
し
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
院

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
り
全
職
員
の

利
用
を
可
能
に
し
て
い
く
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
変
更
、
見
直

し
は
随
時
可
能
と
し
、
定
期

的
に
機
能
評
価
管
理
委
員
会

が
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、維
持
・

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
病
院
機
能
評
価
」

取
得
へ
の
取
り
組
み

経
営
支
援
型
融
資
制
度

初
年
度
の
実
績
は

コ
ン
ビ
ニ
収
納

実
施
効
果
を
聞
く

消
防
署
通
信
指
令
施
設

更
新
後
の
状
況

競
輪
事
業
基
金

使
途
を
尋
ね
る

経
常
収
支
・
公
債
費
比
率
等

１６
年
度
に
比
べ
改
善

平成17年度 一般・特別・病院会計

（�）

葬式の
花輪、供花

町内会の集会や
旅行などの
催物への
寸志や
飲食物の差入

冠婚葬祭や地域のイベントなど、こんな時、こんな物も、
寄附禁止の対象となります。

平成��年（２００７年）�月��日

要

入学祝
卒業祝

地域の
行事や
スポーツ大会への
飲食物の差入

概査

お中元や
お歳暮

秘書等が
代理で
出席する場合の
結婚祝

審の

消防署通信指令室

お祭りへの
寄附や差入

秘書等が
代理で
出席する場合の
葬式の香典

会員

病気見舞い

落成式
開店祝の
花輪

委別

ひらつか議会だより

特

今年は統一地方選挙の年です

政治家の寄附は禁止
有権者が寄附を求めることも禁止
政治家や後援団体が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは、法律で禁止されています。
違反すると罰せられます。
また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

寄附禁止のルールを守って
明るい選挙を実現しましょう。

関
係
団
体
へ
の
交
付
金

引
き
下
げ
に
向
け
努
力

算決

平塚競輪場（湘南バンク）

医
師
の
確
保
が
重
要
課
題

第 ��� 号

使
用
料
の
減
免
内
容
問
う
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